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淡
路
市
で
明
治
三
十
九
年
か
ら
医
薬
品
製
造
業
を

営
む
ム
ネ
製
薬
株
式
会
社
（
取
締
役
会
長
・
西
啓
次

郎
氏
、
代
表
取
締
役
社
長
・
宗
泰
一
氏
）
は
、
創
業

当
初
か
ら
「
最
高
の
満
足
を
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま

に
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
医
薬
品
の
特
質
上
、
安
全

性
と
信
頼
性
を
最
優
先
に
置
い
た
厳
し
い
生
産
管
理

を
行
い
、
デ
リ
バ
リ
ー
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
品
質

向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

平
成
十
九
年
二
月
に
「
第
二
十
回
ヒ
ッ
ト
商
品

賞
・
話
題
商
品
賞
」
で
話
題
商
品
賞
部
門
の
新
規
顧

客
獲
得
賞
を
受
賞

　

平
成
二
十
年
三
月
に
は
兵
庫
県
主
催
「
二
〇
〇
七

年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
ひ
ょ
う
ご
」
で
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
。 

（
関
連
記
事　

四
頁
）

▲淡路島　海に臨むムネ製薬株式会社の工場（写真中央）

平成22年度スローガン

商工会は行きます 聞きます 提案します

■県連合会Letter� ２～３頁
・県女性連総会、第一回幹部講習会
・中小企業応援センター
・神戸芸術工科大学と産学連携の事業調印
・第一回経営支援AD養成研修会
・新任職員フォローアップ研修会
・県青連理事会
■あなたのまちの元気な企業（淡路市）�４頁
■商工会Letter� ５～６頁
・姫路市、豊岡市、朝来市商工会誕生
・丹波田舎暮らし再発見事業（丹波市商工会）
・「WELCOMEいちかわ」事業（市川町商工会）
・但馬最大の定期朝市「トラ市」（朝来市商工会）
・�佐用名物「ホルモンうどん＆しかコロッケ」
（佐用町商工会青年部）
・「神鍋高原de婚カツ」（豊岡市商工会青年部）

顧
客
満
足
を
第
一
に

生
産
量
日
本
一
を
目
指
す

「
真
心
と
思
い
や
り
」

～
ム
ネ
製
薬
株
式
会
社
～

淡
路
市
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受
賞
し
た
。

　

嶺
山
氏
は
、
県
の
代
表
と
し
て
九

月
二
十
八
日
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ

る
近
畿
大
会
に
出
場
す
る
。

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
行

幸
子
会
長
）は
、四
月
二
十
七
日
、

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神

戸
に
お
い
て
第
四
十
三
回
通
常
総

会
を
開
催
。
提
出
さ
れ
た
四
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ

た
。

　

今
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
、

「
女
性
部
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を

活
用
し
、
地
域
と
部
員
事
業
所
の

情
報
発
信
に
積
極
的
に
取
り
組
む

ほ
か
、
商
工
会
法
施
行
五
十
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
周
年

事
業
等
を
通
じ
、
商
工
会
と
積
極
的

に
連
携
を
図
る
予
定
。

　

ま
た
、
当
日
は
総
会
に
先
立
ち
、

第
一
回
幹
部
講
習
会
を
開
催
。
県
内

七
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ
る
主
張
発

表
大
会
が
行
わ
れ
た
。
最
優
秀
賞
は

芦
屋
市
商
工
会
女
性
部
・
嶺
山
洋
子

氏
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
〜
私

達
は
芦
屋
の
未
来
に
ど
う
か
か
わ
る

か
〜
」、
優
秀
賞
は
太
子
町
商
工
会

女
性
部
・
岡
村
珠
美
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

～
主
張
発
表
大
会
を
実
施
～

県
女
性
連
総
会
、
第
一
回
幹
部
講
習
会

▲あいさつを述べる行会長

　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
全
国
各
地

で
「
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
」
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

は
、
中
小
企
業
に
対
す
る
日
常
的
な

経
営
支
援
に
取
り
組
む
支
援
機
関
の

経
営
支
援
能
力
を
補
完
・
強
化
す
る

た
め
、
そ
の
後
方
支
援
機
関
と
し
て

設
置
さ
れ
る
も
の
。

　

中
小
企
業
へ
の
専
門
家
派
遣
や
農

商
工
連
携
・
経
営
革
新
・
事
業
承
継

等
を
テ
ー
マ
と
し
た
窓
口
相
談
等
に

よ
り
、
中
小
企
業
の
経
営
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

兵
庫
県
に
お
い
て
は
、「
ひ
ょ
う

ご
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
名
称
に
よ
り
、
ひ
ょ
う
ご
産
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
を
主
と
し
て
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
方
式
で
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。構
成
メ
ン
バ
ー
は
、ひ
ょ

う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
神
戸

商
工
会
議
所
、
尼
崎
商
工
会
議
所
、

姫
路
商
工
会
議
所
、
兵
庫
県
商
工
会

連
合
会
、
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
、
兵

庫
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
七
法

人
で
あ
る
。
主
な
事
業
と
し
て
は
、

専
門
家
派
遣
、
相
談
窓
口
の
設
置
、

農
商
工
連
携
・
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
等
で
あ
る
。

　

四
月
一
日
に
は
、
ひ
ょ
う
ご
産
業

活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
所
式
が
行
わ

れ
、
表
具
喜
治
理
事
長
に
加
え
て
県

連
合
会
の
増
田
登
司
常
務
理
事
、
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
山
口
晃
専

務
理
事
に
よ
っ
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の

看
板
が
設
置
さ
れ
た
。

▲産学連携の事業調印

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫ＡＴ
Ｍでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

〜
経
営
支
援
能
力
を
補
完
・
強
化
〜

中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー

　

県
連
合
会
は
、
四
月
六
日
に
県
商

工
会
館
に
お
い
て
、
神
戸
芸
術
工
科

大
学
と
商
工
会
産
学
連
携
事
業
の
調

印
式
を
行
っ
た
。

　

同
会
で
は
、
既
に
平
成
十
八
年
十

二
月
に
兵
庫
県
立
大
学
経
営
学
部
と

商
工
会
産
学
連
携
の
事
業
調
印
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
の
神
戸
芸
術
工

科
大
学
が
二
校
目
と
な
る
。

　

ま
た
、
五
月
十
一
日
に
三
校
目
の

阪
南
大
学
と
も
調
印
す
る
。

　

当
日
は
、
中
村
経
営
支
援
課
長
の

経
過
説
明
の
後
、
同
会
の
木
南
岩
男

会
長
と
神
戸
芸
術
工
科
大
学
の
齊
木

崇
人
学
長
に
よ
り
、
商
工
会
産
学
連

携
事
業
の
協
定
書
に
サ
イ
ン
と
捺
印

が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
木
南
会
長
と
齊
木
学
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
り
、
芸
術

神
戸
芸
術
工
科
大
学
と

産
学
連
携
の
事
業
調
印

主な行事予定
６
月
の
こ
よ
み

４
日
㊎　

県
青
連
理
事
会

９
日
㊌　

県
女
性
連
理
事
会

10
日
㊍　

第
一
回
事
業
委
員
会

24
日
㊍　

 

第
一
回
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
研
修
会

28
日
㊊　

第
二
回
理
事
会

７
月
の
こ
よ
み

５
日
㊊
〜 

６
日
㊋

　
　
　
　

 

県
青
連
第
二
回
幹
部
講
習
会

６
日
㊋　

経
営
支
援
研
修
会（
基
礎
）

８
日
㊍
〜 

９
日
㊎

　
　
　
　

新
任
会
長
研
修
会

22
日
㊍
〜 

23
日
㊎

　
　
　
　

管
理
者
研
修
会

を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
策
の
提

案
な
ど
今
後
の
産
学
連
携
事
業
へ
の

期
待
が
語
ら
れ
た
。
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県
連
合
会
は
、四
月
二
十
三
日
に
、

神
戸
市
・
川
崎
重
工
保
健
会
館
で
商

工
会
新
任
職
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
会
を
開
催
し
た
。今
回
の
研
修
は
、

今
年
度
採
用
の
新
任
職
員
と
採
用
後

一
年
程
度
を
経
過
し
た
職
員
を
対
象

に
実
施
し
た
も
の
。

　

内
容
と
し
て
は
、
商
工
会
を
取
り

巻
く
状
況
と
課
題
、
各
種
シ
ス
テ
ム

の
概
要
に
つ
い
て
学
び
、
同
会
チ
ー

フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
高
橋
貞
夫
氏
を

講
師
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

　

県
連
合
会
は
、四
月
二
十
六
日
に
、

福
崎
町
・
中
小
企
業
大
学
校
関
西
校

で
第
一
回
経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
研

修
会
は
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

同
研
修
会
の
二
期
目
と
な
る
も
の
。

　

企
業
の
経
営
支
援
を
遂
行
す
る
に

あ
た
り
、
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
と
連
携
し
、

支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
と
、

事
業
運
営
上
の
問
題
解
決
が
で
き
る

能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

　個人住民税は、県民税と市町民税をあわせて市長が課税し、
徴収する税です。給与所得者については、給与などから特別
徴収され、それ以外の方は、市町から送付される納税通知書
により、原則として年４回に分けて納めていただきます。
　給与所得以外の方の第１期分の納期限は６月3₀日（水）で
すので、最寄りの銀行などの金融機関で納めましょう。

役立ってますあなたの県税！

兵庫県・市町

・ ゴルフ場利用税の額は、ゴルフ場の規模、利用
料金等を基準として、一人一日あたり3₀₀円～
₁，₂₀₀円で、ゴルフ場利用税の収入の₁₀分の７
は、ゴルフ場が存在する市町に交付され、地域
振興を図る重要な役割を果たしてます。

・ 次の人については、ゴルフ場利用税が非課税と
なってます。（申出書等の提出と証明が必要です。）

　①₁₈歳未満又は₇₀歳以上の人
　②障害者
　③ 国民体育大会に参加する選手（同大会のゴル

フ競技としての利用に限ります）
　④ 学校の教育活動としてゴルフを行う学生、生

徒、教員等

兵庫県・県税事務所

個人住民税の納税について

ゴルフ場利用税は県や市町の貴重な財源です。

新
た
な
経
営
支
援
A
D
の
養
成

〜
第
一
回
経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
会
〜

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
霞
末

浩
二
会
長
）
は
、
去
る
四
月
十
四
日

兵
庫
県
商
工
会
館
に
お
い
て
理
事
会

を
開
催
。
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案

　

 

平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

　

 

平
成
二
十
二
年
度
会
費
の
賦
課
と

徴
収
方
法
に
つ
い
て

県
青
連
理
事
会

新
し
い
現
場
に
臨
む
た
め
に

〜
商
工
会
新
任
職
員　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
〜

て
お
り
、全
三
回
を
予
定
し
て
い
る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
ひ
ょ
う
ご
中
小

企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
概
要
の

説
明
の
他
、
㈱
タ
イ
ム
の
片
岡
巧
男

氏
よ
り
「
繁
栄
企
業
づ
く
り
の
た
め

の
意
識
改
革
」
と
し
て
、
職
員
の
意

識
改
革
の
必
要
性
や
経
営
革
新
事
例

に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ
た
。

第
三
号
議
案

　

 

平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
設
定
に

つ
い
て

第
四
号
議
案

　

役
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て

第
五
号
議
案

　

 

平
成
二
十
二
年
度
通
常
総
会
の
開

催
等
に
つ
い
て

そ 

の
他　

二
十
二
年
度
事
業
計
画
と

し
て
、
幹
部
講
習
会
、
地
域
間
交

流
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協

議
し
、
今
年
度
、
本
県
が
ホ
ス
ト

と
な
る
近
畿
地
区
商
工
会
青
年
部

連
絡
協
議
会
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
し
た
。

▲ 片岡氏の講議を熱心に
聞き入る参加者たち

実
施
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
よ
う
な

交
流
の
機
会
を
も
っ
と
持
っ
て
ほ
し
い
」、「
同

じ
悩
み
を
共
有
で
き
る
仲
間
が
い
る
こ
と
が
わ

か
り
、
大
変
励
み
に
な
っ
た
」
と
い
う
意
見
が

聞
か
れ
た
。

▲活発な意見交換が行われた
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平
成
二
十
一
年
度
現
在
、
全
国
で

の
販
売
店
は
一
万
店
を
超
え
、
月
間

二
十
五
万
本
を
販
売
し
て
お
り
右
肩

上
が
り
で
あ
る
。
業
界
の
シ
ェ
ア
で

も
イ
チ
ジ
ク
製
薬
㈱
が
二
十
七
％
、

ム
ネ
製
薬
㈱
が
二
十
三
％
と
ト
ッ
プ

の
背
中
も
見
え
て
き
た
。

基
本
理
念
、
経
営
理
念

　

基
本
理
念
は「
真
心
と
思
い
や
り
」

で
、経
営
理
念
は「
医
薬
品
を
通
じ
、

皆
様
の
健
康
に
奉
仕
し
、
地
域
に
感

謝
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
私
達
の
満

足
を
達
成
し
よ
う
」行
動
指
針
は「
今

日
も
楽
し
く
、
お
客
様
に
喜
ん
で
頂

く
、
良
い
仕
事
を
し
よ
う　

キ
ラ
リ

と
光
る
、
気
に
な
る
会
社
を
目
指
そ

う
」
で
あ
る
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
⑱

ム
ネ
製
薬　

株
式
会
社～

淡
路
市
～

創
業
の
経
緯

　

明
治
三
十
九
年
創
業
の
ム
ネ
製
薬

株
式
会
社
は
、
当
時
非
常
に
重
宝
さ

れ
て
い
た
「
宗
の
万
金
膏
」
を
販
売

し
た
こ
と
が
創
業
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
。

　

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
万
金

膏
は
現
在
の
シ
ッ
プ
薬
、
貼
り
薬
、

傷
テ
ー
プ
の
効
能
を
す
べ
て
カ
バ
ー

す
る
主
力
商
品
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
の
後
半
以
降
、
市

場
は
大
手
メ
ー
カ
ー
が
台
頭
し
、
貼

り
薬
・
プ
ラ
ス
タ
ー
が
中
心
と
な
り

主
力
製
品
の
市
場
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
か
ろ
う
じ
て
配
置
販
売
市

場
で
生
き
残
り
副
次
的
に
製
造
し
て

い
た
浣
腸
薬
で
小
売
店
市
場
に
参
入

を
開
始
。　　

　

当
時
、
イ
チ
ジ
ク
製
薬
㈱
が
日
本

で
は
一
番
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い

た
。
ム
ネ
製
薬
は
六
〜
七
番
目
の
後

発
で
あ
っ
た
為
、
市
場
で
弱
く
、
代

理
店
の
セ
ー
ル
ス
同
行
販
売
に
よ
り

市
場
を
開
拓
す
る
こ
と
で
業
界
二
位

の
販
売
数
を
死
守
し
て
い
た
。

　

同
社
で
は
医
療
品
に
し
て
は
珍
し

く
、
消
費
者
カ
ー
ド
を
封
入
し
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
返
送
さ

れ
た
消
費
者
カ
ー
ド
に
よ
り
、「
浣

腸
の
容
器
に
液
が
多
く
残
る
た
め
、

薬
の
効
能
に
疑
問
」
と
不
安
に
思
っ

て
い
る
消
費
者
が
多
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

従
来
の
浣
腸
の
容
器
で
は
、
そ
の

構
造
上
使
用
後
に
三
分
の
一
程
度
液

が
残
っ
た
た
め
、
同
社
で
は
他
メ
ー

カ
ー
に
先
駆
け
て
容
器
の
研
究
に
着

手
し
た
。「
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
勝

ち
た
い　

便
秘
に
お
悩
み
の
方
々
を

助
け
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
創
意
工

夫
を
重
ね
、
社
員
自
ら
が
何
度
も
使

用
実
験
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
業
界

初
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
型
浣
腸
に
た

ど
り
つ
い
た
。

　
「
お
客
様
に
満
足
し
て
頂
け
る
商

品
を
提
供
し
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、

『
コ
ト
ブ
キ
浣
腸
ひ
と
お
し
』
が
誕

生
し
た
。

ひ
ょ
う
ご
経
営
革
新
賞
大
賞

　

兵
庫
県
よ
り
平
成
十
七
年
三
月
に

受
賞
し
た
。

　

同
賞
で
は
、
企
業
の
製
品
・
技
術

を
生
み
出
す
経
営
の
仕
組
み
と
そ
の

実
践
と
し
て

　

①
経
営
幹
部
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

②
経
営
に
お
け
る
社
会
的
責
任

　

③
顧
客
・
市
場
の
理
解
と
対
応

　

④
戦
略
の
策
定
と
展
開

　

⑤
個
人
と
組
織
の
能
力
向
上

　

⑥
顧
客
価
値
創
造
の
プ
ロ
セ
ス

　

⑦
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

⑧
活
動
結
果

　

こ
れ
ら
の
経
営
の
勘
所
が
一
貫
性

を
も
っ
て
、
顧
客
本
位
の
経
営
の
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
と
最
も
高
く
評

価
さ
れ
た
。

こ
だ
わ
り
の
商
品

・
コ
ト
ブ
キ
浣
腸
ひ
と
お
し

　
「
ム
ダ
な
く
使
え
て
押
し
や
す
い
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
平
成
十
八

年
八
月
よ
り
販
売
開
始
。
年
間
百
万

本
販
売
で
き
れ
ば
、
ヒ
ッ
ト
と
な
る

浣
腸
業
界
の
中
で
、
二
百
三
十
万
本

の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
る
。

社
長
の
お
も
い

　
「
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
製
品
を
提
供
し
て
い
き
た
い　

そ

の
為
に
は
自
己
都
合
で
は
駄
目
！
」

と
社
長
は
語
る
。

　
〝
価
格
競
争
〞
で
は
な
く
〝
価
値

競
争
〞
で
勝
負
し
、
浣
腸
の
生
産
量

日
本
一
が
目
標
で
あ
る
と
言
う
。

商
工
会
に
望
む
こ
と

　

社
会
情
勢
の
急
速
な
変
化
に
対
応

が
困
難
な
中
小
企
業
の
為
に
、
迅
速

な
情
報
提
供
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
、

会
員
企
業
が
元
気
に
な
る
よ
う
多
面

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
発
想
の
転
換

が
必
要
と
考
え
る
の
で
、
会
員
企
業

と
連
携
し
な
が
ら
、
淡
路
島
全
体
盛

り
上
げ
る
仕
掛
け
作
り
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

会社概要
本社所在地　淡路市尾崎₈₅₉
取締役会長　西啓次郎
代表取締役社長　宗泰一
創業　明治3₉年
資本金　₁，₇₀₀万円
従業員　₅₂名
売上高　約₁₀億円
TEL　   ₀₇₉₉︲₈₅︲₀₁₀₇
FAX　₀₇₉₉︲₈₅︲₁36₉
URL　http://www.mune-seiyaku.co.jp/

▲コトブキ浣腸ひとおし製造工程

代表取締役社長
宗泰一 氏
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姫
路
市
商
工
会
が
誕
生

　

姫
路
市
内
の
四
商
工
会
（
家
島
、
夢
前
、
香
寺
、

安
富
）が
合
併
し「
姫
路
市
商
工
会
」が
発
足
し
た
。

　

旧
四
商
工
会
は
、
市
町
の
合
併
協
議
が
始
ま
っ
た

平
成
十
六
年
度
よ
り
広
域
連
携
並
び
に
合
併
に
つ
い

て
検
討
を
始
め
、
平
成
十
九
年
七
月
に
合
併
促
進

協
議
会
、
平
成
二
十
一
年
九
月
に
合
併
協
議
会
を
設

置
し
て
合
併
に
む
け
て
協
議
を
進
め
て
き
た
。

　

合
併
後
の
会
員
数
は
約
千
二
百
事
業
所
と
な

る
。
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
利
用
し
て
、
き
め
細
や
か
な
巡
回
指
導
を
実
施

し
、
地
域
の
商
工
業
者
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
く
。

豊
岡
市
商
工
会
が
誕
生

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
悠
然
と
舞
う
兵
庫
県
最
北
端
の

豊
岡
市
で
市
内
五
商
工
会
（
城
崎
、
竹
野
、
日
高
、

出
石
、
但
東
）
が
合
併
し
「
豊
岡
市
商
工
会
」
が

発
足
し
た
。

　

い
ず
れ
の
地
域
に
も
温
泉
が
湧
き
、
景
観
と
情

緒
溢
れ
る
温
泉
の
街
城
崎
・
白
砂
青
松
の
海
水
浴

場
の
竹
野
・
白
銀
の
舞
う
ス
キ
ー
場
の
日
高
・
小

京
都
と
い
わ
れ
る
城
下
町
の
出
石
・
十
万
本
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
ま
ち
但

東
。
特
徴
と
歴
史
あ
る
五
つ
の
地
域
か
ら
な
る
豊

岡
市
商
工
会
は
、「
地
域
に
夢
を
」「
企
業
に
繁
栄
を
」

を
テ
ー
マ
に
実
現
に
む
け
て
役
員
・
会
員
・
職
員

が
一
体
と
な
り
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
。

朝
来
市
商
工
会
が
誕
生

　

朝
来
市
内
の
四
商
工
会（
生
野
、和
田
山
、山
東
、

朝
来
）
が
合
併
し
「
朝
来
市
商
工
会
」
が
発
足
し

た
。「
会
員
企
業
の
繁
栄
・
地
域
貢
献
！
改
革
へ

の
勇
気
を
持
ち
、
挑
戦
す
る
商
工
会
を
目
指
す
」

と
新
商
工
会
の
理
念
の
達
成
に
向
け
全
職
員
が
気

持
ち
を
新
た
に
し
た
。

　

本
所
は
旧
和
田
山
町
商
工
会
館
で
、
生
野
、
山

東
、
朝
来
の
旧
商
工
会
館
に
支
所
を
置
く
。

　

初
代
会
長
は
古
屋
耕
三
氏
（
旧
和
田
山
町
商
工
会

副
会
長
）、
副
会
長
に
は
奥
藤
博
司
氏
（
旧
生
野
町

商
工
会
長
）、松
本
早
正
氏（
旧
朝
来
町
商
工
会
長
）、

筆
頭
理
事
に
桂
野
廣
司
氏
（
旧
山
東
町
商
工
会
長
）

が
就
い
た
。
会
員
数
は
約
千
二
百
会
員
を
有
す
る
。

　

具
体
的
な
事
業
は
、
経
営
革
新
・
新
規
創
業
の

推
進
、
若
手
経
営
者
を
育
成
さ
せ
る
た
め
の
専
門

家
派
遣
、
経
営
革
新
塾
を
中
心
と
し
た
経
営
支
援

事
業
。

　

農
商
工
連
携
・
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
地

域
資
源
の
活
用
、
ネ
ッ
ト
通
販
事
業
等
を
中
心
と

し
た
地
域
支
援
事
業
。
併
せ
て
会
員
企
業
へ
の
巡

回
指
導
も
強
化
す
る
。

　

辞
令
交
付
式
で
古
屋
会
長
は
「
会
員
企
業
の
要

望
を
聞
き
敏
速
に
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

『
会
員
増
強
』『
補
助
事
業
取
組
の
推
進
強
化
』『
手

数
料
収
入
の
拡
大
』
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

訓
示
が
あ
っ
た
。

　

市
川
町
商
工
会
（
中
川
俊
昭
会
長
）

で
は
、〝
い
ち
か
わ
を
知
っ
て
も
ら
う　

一
度
は
行
っ
て
み
た
い
市
川
町
〞
を
目

指
す
た
め
、「
W
E
L
C
O
M
E
い
ち

か
わ
」
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
川
町
が
『
国
産
ア

イ
ア
ン
発
祥
の
地
』
で
あ
る
こ
と
を
再

発
信
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
も
の
で
、
同
会
で
は
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
様
々
な
企
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

一
年
目
は
神
戸
芸
術
工
科
大
学
と
共

同
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
グ
ッ
ズ
な
ど

の
開
発
や
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
普
及
の

た
め
の
体
験
教
室
・
大
会
を
開
催
し

た
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

姫
路
市
、
豊
岡
市
、
朝
来
市
商
工
会
誕
生

ま
で
に
四
十
四
組
、
述
べ
九
十
六
名
の

参
加
者
が
市
内
の
空
屋
三
十
四
軒
を
見

学
、
丹
波
の
田
舎
暮
ら
し
の
良
さ
を
肌

で
感
じ
た
。

　

当
日
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に

よ
り
今
後
の
課
題
も
沢
山
見
つ
か
っ
た

が
、
参
加
者
の
九
割
が
田
舎
暮
ら
し
に

対
し
前
向
き
な
意
見
で
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
県
、
市
と
も
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、農
業
委
体
験
イ
ベ
ン
ト
等
、

田
舎
暮
ら
し
の
交
流
も
含
め
空
家
対
策

を
考
え
て
い
く
。

　

ま
た
、
ア
イ
ア
ン
の
製
造
工
程
を
紹

介
す
る
P
R
ツ
ー
ル
の
製
作
も
手
が

け
、
市
川
町
の
P
R
に
努
め
て
い
る
。

「
W
E
L
C
O
M
E

い
ち
か
わ
」事
業

～
市
川
町
商
工
会
～

～
九
十
六
名
が
丹
波
の
良
さ
実
感
～

丹
波
田
舎
暮
ら
し
再
発
見
事
業

～
丹
波
市
商
工
会
～

　

丹
波
市
商
工
会
（
村
上
康
充
会
長
）

で
は
、「
丹
波
田
舎
暮
ら
し
再
発
見
」

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
市
で
は

二
百
を
超
え
る
空
家
が
あ
る
。そ
こ
で
、

都
市
部
に
住
む
人
々
に
対
し
、
丹
波
の

豊
か
な
自
然
環
境
や
地
域
ぐ
る
み
の
活

動
な
ど
を
P
R
し
、
空
屋
を
利
用
し
た

田
舎
暮
ら
し
を
提
案
、
丹
波
市
の
定
住

人
口
増
加
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今

地 域   活 力 増 進 事 業

▲ 誰でも会軽に楽しめる
スナッグゴルフ

▲ 国産アイアンヘッド発祥の地紹介
パネルと製造工程ショーケース
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634 平成22年５月20日

兵庫県商工会連合会が実施している商工貯蓄共済制度の
生命保険部分はジブラルタ生命が引き受けています。

50

　

J
R
和
田
山
駅
前
に
て
四
月
二
十

四
日
、「
和
田
山
駅
前
ト
ラ
市
」
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
旧
和
田
山

町
商
工
会
青
年
部（
西
澤
賀
裕
部
長
）

の
提
案
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
店

舗
数
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、「
人

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

試
み
。
商
工
会
員
、
青
年
部
事
業
所

で
構
成
す
る
「
駅
前
ト
ラ
市
実
行
委

員
会
」
が
実
施
主
体
と
な
り
開
催
し

た
。

　

当
日
は
、
農
業
者
や
海
産
物
販
売

業
者
を
は
じ
め
と
す
る
四
十
店
舗
の

協
力
に
よ
り
、
駅
前
の
市
道
に
軽
自

動
車
を
用
い
て
青
空
市
を
出
店
し
た
。

　

朝
来
市
商
工
会
・
古
屋
耕
三
会
長

の
挨
拶
で
開
会
し
た
場
内
で
は
、
マ

グ
ロ
解
体
販
売
や
地
域
の
学
校
に
よ

る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
会
場

を
盛
り
あ
げ
る
中
、
多
数
の
来
場
者

が
様
々
な
商
品
を
買
い
求
め
る
光
景

が
見
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
っ

た
。
こ
の
催
し
は
、
毎
月
第
四
土
曜

に
定
期
開
催
さ
れ
る
。

～
全
店
制
覇
の
願
い
を
こ
め
て
～

佐
用
名
物
！

﹁
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
＆
し
か
コ
ロ
ッ
ケ
﹂Ｐ
Ｒ
マ
ッ
プ
作
成

～
佐
用
町
商
工
会
青
年
部
～

　

佐
用
町
商
工
会
青
年
部
（
加
古
原

瑞
樹
部
長
）で
は
、佐
用
名
物
の「
ホ

ル
モ
ン
焼
う
ど
ん
」
P
R
マ
ッ
プ
を

四
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
各
店
の

紹
介
や
注
文
の
仕
方
を
説
明
し
て
い

る
。
店
ご
と
に
違
う
秘
伝
の
タ
レ
を

楽
し
む
た
め
に
、
青
年
部
長
は
マ
ッ

プ
を
片
手
に
全
店
制
覇
を
目
指
し
て

欲
し
い
と
の
願
い
が
こ
も
っ
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
佐
用
町
の
特
産
品
「
し

か
コ
ロ
ッ
ケ
」
を
P
R
す
る
新
し
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
。
こ
ち
ら
は

販
売
店
の
情
報
の
ほ
か
、
シ
カ
肉
の

成
分
・
シ
カ
料
理
・
関
連
商
品
な
ど

を
紹
介
。
ま
た
、
裏
面
は
佐
用
町
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

る
。

　

佐
用
町
は
昨
年
の
八
月
の
水
害
以

来
、
復
興
に
向
け
頑
張
っ
て
お
り
、

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、

一
人
で
も
佐
用
町
に
多
く
の
方
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し
て
い

る
。～

体
験
型
の
出
会
い
を
提
供
～

「
神
鍋
高
原 
d
e 
婚
カ
ツ
」

～
豊
岡
市
商
工
会
青
年
部
～

　

日
高
町
商
工
会
青
年
部
（
現
豊
岡

市
商
工
会
青
年
部　

新
免
将
部
長
）

で
は
、
人
口
減
少
下
に
あ
る
但
馬
地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
若
者
の

定
住
促
進
、
少
子
化
対
策
を
目
的
と

し
た
、
独
身
男
女
の
出
会
い
提
供
事

業
を
計
画
し
「
神
鍋
高
原
d
e
婚
カ

ツ
」
を
実
施
し
た
。

　

豊
岡
市
日
高
町
の
神
鍋
高
原
の
自

然
を
存
分
に
堪
能
で
き
る
出
会
い
の

機
会
を
用
意
し
、
事
前
セ
ミ
ナ
ー
の

後
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
作
り
体
験
や
、

親
睦
会
、
周
辺
自
然
散
策
や
手
作
り

料
理
体
験
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る

内
容
。

　

こ
の
事
業
の
実
績
と
し
て
、
三
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
る
。

▲しかコロッケパンフレット

▲コウノトリの巣作り体験を楽しむ参加者たち

▲トラ市でにぎわう場内

～
毎
月
第
四
土
曜
に
開
催
～

但
馬
最
大
級
の
定
期
朝
市
！

～
朝
来
市
商
工
会
～
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